
１ 学校経営について  

学校の課題を踏まえた学校経営を推進する。社会に開かれた学校として、学校での教育活

動を積極的に保護者及び地域の方々に伝え、学校経営に対する理解を深めていただき、本校

の教育活動に参画していただくことで、学校・家庭・地域がそれぞれの立場でできることに

取り組み、学校が抱える様々な課題に前向きに取り組んでいきたいと考えております。 

そのためには、校長のリーダーシップのもと、学校が家庭や地域と連携・協働しながら、

組織的・効率的に学校経営を推進していくことが必要です。  

 

２ 学校経営における重点 

校長は学校を小社会と見立てて、授業や授業以外の活動で学んだことを学校生活に生か

せる魅力ある学級・学校づくりをめざします。 

まずは子供たちが安心して通える支持的風土のある学級･学校づくりに取り組みます。子

供たち一人一人が認められ、やりがいをもって､伸び伸びと過ごせる状況をつくるのです。

子供たちのよさや可能性がさらに輝くよう、指導・支援する教師にとってもやりがいのある

仕事ができるよう、チームとして組織的・効率的に様々な業務の見直しをしていきます。そ

して、保護者や地域の方々から信頼を得られるよう、子供たちのために全力で取り組んで参

ります。 

 

３ 令和五年度一学期始業式の校長の式辞から 

新しい学級では、友達の気持ちや考えを大切にしてもらいたいです。困っている友達がい

たら声をかけたり、もし友達に相談されたら一緒に考え悩みを解決したりしてあげてくだ

さいね。そういう神原っ子であれば、きっと素敵な学級・学校になりますよ。先生方は、神

原っ子一人一人のことを大切にします。学習内容がわかるまで一緒に考え、あきらめずに教

えます。困っていたり、悩んでいたりしている神原っ子がいたら一緒に解決方法を考えます。

神原っ子が頑張ったら、結果がうまくいかなくても、頑張っていることを認め褒めます。し

かし、正しい行動ができない場合は、叱ることもあります。それは神原っ子が大切だからで

す。だからその時は、先生方は丁寧に説明しながら真剣に指導しますので、皆さんも真剣に

聞いて考え行動してくださいね。先生方は神原っ子の可能性を信じ、全力で指導し支えます。

そのためには、この一年間意識してもらいたい言葉は『一生懸命』です。どんなことでも一

生懸命に取り組むことができる人になってもらいたいです。全ての神原っ子が輝き心も体

も大きく成長することを願っています。校長先生も、先生方も『一生懸命』頑張ります。一

年間、どうぞよろしくお願いします。 

 

４ 学校経営方針について 

 下記は、学校経営方針を簡潔にまとめた資料です。常に保護者の皆様や地域の方々のご理

解とご協力を得ながら、子供ファーストで指導･支援を行って参ります。 


